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VR/AR/MR 
教育への応用最前線
VR/AR/MRは教育実装の時代へ　　廣瀬通孝
VR/ARを用いた学習環境の開発と学習効果の現在　　 
瀬戸崎紀夫

VR/AR/MRの医療応用の現状と未来　　小山博史
学年も人数も違う看護学生への VRを用いた授業の試み　　
杉本真樹

VRを用いた生活援助技術の学びと今後の発展　　 
宮崎剛司

看護教員がつくる VR教材の小児看護教育への応用　　 
合田友美

教育と医療における VR/AR参考映像集

【新連載】
「看護師のように考える」コンセプトにもとづく事例集・1　　奥裕美他
臨床倫理を映画で学ぼう！・1　　浅井篤

【連載】
看護に恋した哲学者と読む　ベナーがわかる！腑に落ちる !・9　　 
榊原哲也

ティーチング・ポートフォリオ作成講座・10　　栗田佳代子・吉田塁

●前号の佐藤浩章先生のお原稿と今号の
対談で「プレ FD」について取り上げまし
た。大学の場合，どの分野であっても，
教育に携わっている人のほとんどが教育
について学んだ経験がありません。それ
を補うために始まった FDですが，効果
を上げるには至っていません。であるな
らば，教員になる以前の大学院生の段階
で教育について学んでおくほうがよいだ
ろうというのが，プレ FDです。教員に
なってからでないとわからないこともあ
るかもしれませんが，なる前から基礎を
身につけておけば，対応の仕方もつかみ
やすいでしょうし，何より優れた先輩の
教育力を「理解」してまねることもできま
す。●専門学校教員のための教員養成講
習会でも，プレ FD的な発想で，「看護
教育学」の基礎を学ぶ前に「教育学」の基
礎を今よりもっと時間をかけて学ぶよう
にしてはどうでしょうか。 ……大野
●今，看護基礎教育は指定規則改正の動
向が衆目を集めていますが，あえて，米
国のカリキュラム改革，日本への導入を
取り上げました。いかがでしたでしょう
か。米国なんか関係ない，暴走企画だと
思われたかもしれません。私自身は，米
国でのこうした改革の背景・課題が，あ
まりに日本の現状と重なることに驚き，
また「臨床判断モデル」から紹介してきた
一連の教育の動きが，このようにつな
がっていくことに感銘を受けました。●
もちろん，米国の教育が全面において日
本より優るとは思いません。ただ，カリ
キュラムを根本の枠組みから変える膨大
な作業を察するに，教育改革がいかに切
実な問題だったかを想像することは，さ
ほど的外れではないでしょう。日本も，
いずれ直面せざるを得ないかもしれませ
ん。 ……番匠
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発達障害の特性がみられる 
学生への理解と支援

「母性」「小児」「老年」の概念を変える
家族のダイバーシティ

高等教育の現場で障害のある学生はこの 10年でほぼ 6倍
に増加し，なかでも精神障害，発達障害を抱える学生が増
加傾向にあります。大学の場合，文部科学省から「個人に必
要とされる合理的配慮が提供されること」が義務付けられ
ていますが，教育界全体をみても，支援体制は構築の途上
にあります。
特に発達障害，精神障害などの定義が変わりやすく，また
グレーゾーンも多く含まれる障害の場合，診断書をもって
いないケースもあるため，多くの看護教員が対応に疲労感，
困難感を覚えています。もしかすると，こうした困難感は，
看護教員が看護と教育のプロである，だから自分たちです
べて対応しなければいけないという認識も一因なのかもし
れません。
本来，障害を抱える学生の支援においては，教員 1人がそ
のすべての責務を担うことはあまりに大変です。また，看
護師の資格を得れば終わりではなく，キャリア形成の目線
も欠かせません。そして何より，学生本人が不在の支援と
いう問題が多くあります。
本特集では，発達障害支援の専門家もまじえた連携や当事
者の声もふくめ，看護基礎教育における発達障害当事者支
援のあり方について考えます。

■【インタビュー】支援の誤解とポイント─発
達障害支援の第一人者 …高橋知音先生に聞く

■「対応が難しい学習者」は，誰が，何に，困っ
ているのか ………………………川上ちひろ

■当事者からの言葉─ ADHD，ASDの診
断を受けた看護学生の悩み ……………透子
「特性」をもつ看護師として学び，働き，みえ
てきたこと ……………………… 中島裕子
まとめサイト管理人が語るライフハックと支
援 ………………… 凹凸ちゃんねる管理人

■看護教員が発達障害について学ぶ意義─書
籍『大人の発達障害ってそういうことだった
のか』から得られる知見 ……………西田千夏

■本人自身が困り事を発信できる支援に向けて
─当事者を家族にもつ看護教員の視点 …  
 ………………………………………中尾幹子

■【座談会】就職後も見すえた，発達障害の学生
のキャリア支援とは …………川上ちひろ／

相馬良子（仮名）／松野友美／堀田亮

【2018年 9月号（Vol.59 No.9）】

統合実習は
“統合 ”されているか？

【2018年 8月号（Vol.59 No.8）】

実習指導　虎の巻
【2018年 7月号（Vol.59 No.7）】

主体性を育む「問いづくり」

【2018年 6月号（Vol.59 No.6）】

身体拘束から考える
基礎教育と臨床の関係

【2018年 5月号（Vol.59 No.5）】

授業にゲームを
【2018年 4月号（Vol.59 No.4）】

問題解決志向に疲れたら……

「お父さんとお母さんと子ども 1，2人で全員同戸籍」という
のが家族の標準とする見方があります。しかし，上記の構
成員のいずれかがいない家族は珍しくありませんし，戸籍
を基準とした形態ばかりが家族でもありません。“標準”と
いう考え方は，そこに準じないものを意識的にあるいは無
意識に排除しがちですから，注意する必要があります。
さて，看護師は「患者の多様性に注目して対応する」ことを
求められます。このことは，入学直後の段階から繰り返し
語られるものですが，実際，患者を含む家族の多様性にど
こまで踏み込んだ教育を受けているでしょうか。教員はそ
の多様性を十分意識して学生に接しているでしょうか。
今回の特集は，患者はもちろん，学生自身そして教員自身
の家族が多様性（ダイバーシティ）をもつことを前提として
教育にあたっていただくための，呼び水になればと願って
組みました。家族の多様化で概念に変化が生まれるであろ
う「母性」「小児」「老年」に注目して，提言をいただきました
が，もちろんすべての領域にかかわるテーマです。今まで
の家族の“標準”にとらわれない柔軟な思考をもつ教員が増
えることを期待しています。

■「家族のダイバーシティ」を 3方向から
探る─教員がどう認識し，教授してい
くか……………………………吉沢豊予子
■さまざまな「親」が育児をする時代─
“母性”看護の視点を見直す ……跡上富美
■育成期家族の多様性と“拡大する”小児看
護─多様化すること，変わらないこと 
……………………………………佐藤奈保
■「老人」の急増と老年看護の変化─高齢
者のとらえ方の多様性…………………… 
………………………目麻里子／山本則子

■「家族って何？」から見直そう─“わから
ない”という前提での教育を …沼崎一郎
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